
今国会の産業政策関連法案  

経済安保の確保やエネルギー転換の確立に 

関する法案に注視を 

１月17日に第208回通常国会が開会しました。今国会では、58本の政府提出法案と７本の条約の審議が

予定されています。電機産業に関連する法案では、経済安全保障の確保やエネルギー需給構造の安定

化に向けた重要法案が提出されており、注視が必要です。      電機連合 総合産業・社会政策部門 

電機連合＠見える化通信 Vol.１２２（２０２２.１） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。

今
国
会
の
産
業
政
策
関
連
法
案 

技
術
振
興
と 

流
出
防
止
の
枠
組
み
整
備 

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と 

需
要
最
適
化 

 
  

産
業
政
策
関
連
法
案
の
概
要
は
図
表
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ロ
ナ
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ェ
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す
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ロ
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経
済
安
全
保
障
推
進
法
案
（
※
１
の
略
称
）
は
、

「
経
済
安
全
保
障
」
と
い
う
概
念
を
わ
が
国
で

初
め
て
法
制
化
す
る
も
の
で
、
技
術
振
興
と
技

術
流
出
防
止
な
ど
を
目
的
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
強
靭
化
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
確
保
、

先
端
技
術
の
官
民
協
力
、
特
許
非
公
開
の
４
分

野
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
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「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
」
に
つ
い
て

は
、
半
導
体
や
医
薬
品
な
ど
経
済
活
動
や
国
民

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
を
「
特
定
重
要
物
資
」

に
指
定
し
て
国
内
開
発
を
財
政
支
援
し
ま
す
。

企
業
は
投
資
計
画
を
国
に
示
し
て
審
査
を
受
け

ま
す
。
ま
た
、「
先
端
技
術
の
官
民
研
究
」
に
は

新
基
金
か
ら
研
究
費
を
補
助
す
る
他
、
政
府
が

も
つ
機
微
技
術
を
民
間
に
も
伝
え
る
仕
組
み
を

つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
、
通
信
や
電
力
な
ど
の

「
基
幹
イ
ン
フ
ラ
」
の
設
備
・
機
器
に
つ
い
て
導

入
前
に
国
の
審
査
を
受
け
る
制
度
を
つ
く
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
や
量
子
分
野
、
素
材
な
ど
の

先
端
技
術
に
つ
い
て
は
、
国
の
審
査
を
経
て
「
特

許
非
公
開
」
を
求
め
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
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ネ
ル
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構
造
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定
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（
※
２
の

略
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）
の
内
容
は
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
、
電
気
の
需
要
最
適
化
な
ど
の
「
需
要
構
造
の

転
換
」
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
や
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
利
用

促
進
な
ど
の
「
供
給
構
造
の
転
換
」
、
大
型
蓄
電

池
の
系
統
へ
の
接
続
環
境
整
備
な
ど
の
「
安
定

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
確
保
」
の
３
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。 

中
で
も
、
産
業
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
は
「
需

要
構
造
の
転
換
」
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が

多
い
企
業
に
対
し
て
は
、
太
陽
光
や
水
素
、
原
子

力
な
ど
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
目
標
設
定

を
義
務
づ
け
ま
す
。
ま
た
、
現
行
省
エ
ネ
法
は
活

動
量
の
多
い
昼
間
の
電
力
消
費
を
抑
え
、
夜
間

へ
シ
フ
ト
す
る
対
策
で

し
た
が
、
今
後
は
天
候

に
左
右
さ
れ
る
太
陽
光

や
風
力
を
増
や
す
た
め
、

供
給
変
動
に
あ
わ
せ
て

使
用
量
を
最
適
化
す
る

よ
う
見
直
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
電
力
小
売
会

社
に
は
時
間
帯
別
料
金

の
整
備
計
画
の
作
成
を

義
務
づ
け
ま
す
。
メ
ー

カ
ー
に
は
、
電
気
が
足

り
な
く
な
り
そ
う
な
時

に
自
動
で
運
転
を
抑
え

る
機
能
を
エ
ア
コ
ン
な

ど
に
持
た
せ
る
こ
と
を

努
力
義
務
と
す
る
案
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

表
２
）
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両
法
案
と
も
に
そ
の
目
的
は
理
解
す
る
も
の

の
、
具
体
施
策
は
今
後
検
討
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
ど
ち
ら
も
過
度
な
国
の
関
与
・

規
制
や
手
続
き
の
煩
雑
さ
に
よ
っ
て
事
業
活
動

に
影
響
が
出
る
こ
と
を
懸
念
し
ま
す
。
規
制
内

容
や
審
査
基
準
、
目
標
設
定
は
適
正
か
ど
う
か
、

各
種
の
申
請
・
報
告
手
続
き
は
適
正
か
ど
う
か

な
ど
、
現
場
実
態
に
合
わ
せ
た
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
で
す
。 

電
機
連
合
で
は
、
組
織
内
議
員
を
通
じ
て
法

案
審
議
で
の
意
見
反
映
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

■図表１ 今国会で政府から提出予定の産業政策に関わる主な法案 

法案名 概  要 

経済政策を一体的に講ずるこ
とによる安全保障の確保の推
進に関する法案【※１】＜新法＞ 

背景/課題 社会経済構造の変化、国際情勢の複雑化を受け、経済と安全
保障を一体化した対策が急務 

内   容 サプライチェーン強靭化、先端技術の官民協力、基幹インフ
ラの安全性確保、特許非公開 

安定的なエネルギー需給構造
の確立を図るための省エネ法
等の改正法案【※２】 
（他にエネルギー供給構造高度化

法、JOGMEC法、電気事業法など改正） 

背景/課題 2050ＣＮ実現に向け、エネルギーの需給構造の転換や安定的
な供給確保が必要 

内   容 非化石エネルギーへの転換、電気の需要最適化、水素・アン
モニアやＣＣＳの利用促進、発電所休廃止の「事前届出制」への
変更 など 

道路交通法の改正法案 背景/課題 近年の道路交通事情等に即したルール改正 

内   容 Lv4移動サービス運行の許可制度(無人巡回バス等)、低速・小
型自動配送ロボの届出制度、マイナンバーカードと運転免許
証の一体化に向けた規定整備 など 

高圧ガス保安法等の改正法案 
（他に電気事業法、ガス事業法など

改正） 

背景/課題 発電所やガス製造設備の立会い検査や目視での確認等、現状
に合わない規制を見直し、ドローンやＡＩ活用促進が必要 

内   容 保安の優良事業者の認定制度を新設し、検査や手続きの負担
を軽減 など 

組
織
内
議
員
を
通
じ
た
意
見
反
映 

 ■図表２ 自律分散型負荷制御機能付エアコンのイメージ 

 

 

 

 

 

出所：経済産業省資料より 


